別紙２　対応行動チェックリスト

	
	チェック項目
	確認

	Ａ
	検証前の事前チェック
	共通
	１．避難所要時間の計算要領により、在店者等の階段及び避難通路ごとの避難所要時間を計算したか。
	

	
	
	
	２．避難所要時間の計算要領により、一斉避難となるか順次避難となるか確認し、これに基づき計画されているか。
	

	
	
	
	３．避難所要時間の計算要領により、各区画の階段及び避難通路ごとの避難対象人員を算出し、算出した人員に見合ったフロアの区割り等を行い適切に避難誘導できるよう計画されているか。
	

	
	
	
	４．訓練開始前の自衛消防隊員の待機場所は、平常の勤務場所か。
	

	
	
	
	５．自衛消防隊員は事前計画の内容を把握しているか。
	

	Ｂ
	火災の発見と現場確認
	自火報覚知
	１．自火報の受信機の発報場所と警戒区域一覧図の照合はしたか。
	

	
	
	
	２．出火場所に行き火災の有無を確認したか。そのとき「火事だー」と２回以上叫んだか。
	

	
	
	
	３．常用エレベーターを使用し出火点に向かった者は、停電時最寄り階停止装置付のエレベーターを使用したか。また、出火区画の直下階までの使用だったか。
	

	
	
	
	４．火災を確認した者は、防災センター等へ報告したか。
	

	Ｃ
	消防機関への通報
	電話及び非常通報装置
	１．対応計画上通報を行うこととされていた者が、適切な時期に通報したか。
	

	
	
	
	２．通報内容は良好だったか。
	

	
	
	
	３．非常通報装置による通報の場合、ボタンを押す時機は、適切だったか。
	

	
	
	共通
	４．消防機関に通報したことを、防災センター等へ報告したか。
	

	Ｄ
	初期消火
	消火器
	１．消火器による初期消火の時期と場所は適切だったか。また操作手順は正しかったか。
	

	
	
	
	２．消火器の放出時間は適切だったか。
	

	
	
	屋内消火栓
	３．屋内消火栓による初期消火の時期と場所は適切だったか。また操作手順は正しかったか。
	

	
	
	
	４．屋内消火栓は２人以上で操作したか。またホース延長はねじれ、屈曲等がなくホースの本数も適切だったか。

　（注：二号消火栓の場合は、１人操作でもよい。）
	

	
	
	
	５．屋内消火栓の放水時間は適切だったか。
	

	
	
	
	６．屋内消火栓の延長ホースが障害となり、防火区画を構成する防火戸が閉鎖できないようなことはなかったか。
	

	
	
	共通
	７．初期消火終了後、その結果を防災センター等へ報告したか。
	


	
	チェック項目
	確認

	Ｅ
	区画の形成
	共通
	１．出火、隣接及び竪穴隣接区画を構成するシャッターは、２段階降下（途中停止できるものに限る。）を行い、限界時間内で、避難誘導終了後直ちに閉鎖されたか。
	

	
	
	
	２．残留者の有無を確認後に区画の形成をしたか。
	

	
	
	
	３．訓練・検証の際に使用できないとした階段を避難のために使用しなかったか。
	

	
	
	エスカレーター
	４．在館者等に対するエスカレーター乗降停止の合図を行い、全員降りたのを確認後にエスカレーターを停止したか。
	

	
	
	
	５．区画内の残留者の有無を確認後に、直ちに防火シャッターの降下を完了したか。
	

	
	
	エレベーター
	６．エレベーターは火災発生後の早い時点で停止させたか。また、エレベーターは出火区画以外の場所に停止させたか。
	

	
	
	
	７．エレベーターの使用停止を確認後に、直ちに防煙のための区画を形成したか。
	

	
	
	共通
	８．区画の形成完了後、その旨防災センター等へ報告したか。
	

	Ｆ
	情報伝達及び避難誘導
	共通
	１．自衛消防隊員への「火災発生」の情報伝達は、火災の発生によって在店者等への行動に混乱が生じる前に行われたか。
	

	
	
	
	２．在店者等への「火災発生」の情報伝達は適切に行われたか。
	

	
	
	
	３．避難等は避難指示放送又は各階の責任者の避難指示により行われたか。
	

	
	
	
	４．避難誘導員は所定の配置場所で、事前計画通りに〔一斉避難：順次避難〕を行ったか。
	

	
	
	
	５．避難誘導員は、階段及び避難通路ごとに避難要領で算出された人員を避難誘導できたか（一般的に区割り等を行い誘導を行う。）。
	

	
	
	
	６．出火点の直近の排煙設備及び特別避難階段がある場合の附室の排煙設備は、出火後速やかに起動したか。
	

	
	
	
	７．出火後、直ちに空調設備等を停止したか。
	

	
	
	
	８．避難終了後、防災センター等へ報告したか。
	

	Ｇ
	情報提供

消防隊への
	１．初期消火終了後、その結果を防災センター等へ報告したか。
	

	Ｈ
	その他
	１．情報が一元化されていたか。
	

	
	
	２．自衛消防隊員相互の連絡が十分なされていたか。
	

	
	
	３．建物特有の必要とされる行動が適切に行われたか。
	


備考：１．Ｄ欄２．の放出時間は15秒以上であること。またＤ欄５．の放水時間は30秒以上であること。

　　　２．Ｆ欄の共通、４．にある〔　〕内は、該当するものに○印を付けること。

　　　３．Ｈ欄には、Ａ～Ｇ欄以外で必要と認めるチェック事項を記載し活用すること。

